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背景 

 高病原性鳥インフルエンザウイルス A(H5N1) (Highly pathogenic avian influenza 

virus： 以下、HPAIV（H5N1）)は 1997 年に初めて、香港で生鳥市場を介したヒト感染例の

報告があり、2003 年、2004 年には東アジア、東南アジアでもヒト感染例が報告された。これ

以降、世界各地の家きんや野鳥に感染が拡がり、流行域を拡大した H5 亜型の HPAIV は、

A/goose/Guangdong/1/1996（H5N1）に由来するユーラシア型のヘマグルチニン（HA）

遺伝子を保持しており、HA 遺伝子の塩基配列により当初は 0～9 の Clade に分類され、そ
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の後 HA 遺伝子の変異が蓄積し、Clade ごとにさらに細かな亜系統に分類されるようになっ

た。さらに他の A 型インフルエンザウイルスとの遺伝子再集合を起こすなど、遺伝的にも多様

化している。特に 2005 年以降は Clade 2 の亜系統が鳥類で流行したことに伴い鳥類から

ヒトへの感染例も増加し、2006 年には欧州、アフリカ大陸でもヒト感染例が報告された。

HPAIV（H5N1）のヒト感染例は 2003 年から 2026 年 1 月 22 日までで少なくとも 993

例が世界保健機関(WHO)に報告されており、2017 年以前の報告が大部分を占めるが、

2024 年には北米からの報告数が増加した。 

 2021 年以降は Clade 2.3.4.4b の HPAIV(H5N1)の世界的な感染拡大に伴い、2023

年には南極地域で初めて鳥類での感染例の発生が報告され、オセアニアを除く全世界から報

告があったほか、水生動物を含む野生の哺乳類や農場のミンクなどの感染例、散発的なヒト感

染例が世界各所で継続的に報告されている。加えて 2024 年 3 月には、米国からヤギおよび

乳牛での Clade2.3.4.4b の HPAIV(H5N1)感染例、および未殺菌乳（生乳）からの同

Clade の HPAIV 検出が報告され、接触者の調査中にヒトの感染例が確認された。 また、

Clade 2.3.2.1c やそれを起源とする Clade 2.3.2.1e の HPAIV(H5N1)の局地的なヒ

ト感染例も報告されている。 

 近年の HPAIV(H5N1)のヒト感染例の報告は限られるが、鳥類や哺乳類で流行が拡大して

いることから、2020年以降の状況について、HPAIV(H5N1)感染事例の疫学情報の更新お

よびリスクアセスメントを行った。 

 

 

疫学的所見 

1. 事例の概要 

国外の状況 

国外の鳥類（野鳥、家きん）における発生状況 

 Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）は、2020 年後半に欧州北部で同定されたのち、渡

り鳥により世界各地へと広がった。鳥類における感染事例が確認された地域は、2021 年から

2022 年にかけては欧州が主であり、北米にも拡大した 12 が、2023 年には南米に広がり 27、

さらに 2023 年末から 2024 年 2 月にかけては南極大陸を含む南極地域にも拡大した 25。  

例年、鳥類における A 型インフルエンザウイルス感染事例の報告数は、9 月が最も少なく、

10 月頃から増加し始め、翌年 2 月にピークを迎える 45。しかし、2021/2022 シーズン※1 は

例年報告数が減少する時期にも、欧米を主として報告数が減少しないままに 2022/2023

シーズンを迎えた。2021/2022 および 2022/2023 シーズンの鳥類における HPAIV 感

染事例の報告は例年にない規模となった。以降、2023/2024 シーズン、2024/2025 シ

ーズンにおいて、10月から 3 月の間を中心に鳥類の HPAIV関連事例が報告された 44,18,13。 

 2025/2026 シーズンは、10 月以降、欧州、北米、アジアにおいて継続的に事例が発生し
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ており、ほとんどの事例で H5N1 が検出された 44。 

  

※1 インフルエンザのシーズンの定義は地域などによって異なり、WHO などは第 40 週(日本では

第 36 週)から翌年の第 39 週(日本では第 35 週)までの 1 年間を 1 シーズンとしてカウントする。 

  

 

 

図 1．欧州における野鳥・家きんでの HPAIV 検出状況 

 （2019 年 10 月 1 日～2025 年 11 月 28 日）19 
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図 2．鳥および哺乳類における HPAIV 感染事例の報告状況 

（2025 年 10 月以降、2025 年 12 月時点）44 

  

  

国外の哺乳類における発生状況 

 ヒト以外の哺乳類における HPAIV（H5N1）感染事例は、2003 年から確認されるようにな

り、主に、鳥類におけるアウトブレイク発生地で、野鳥を捕食することがある哺乳類を中心に発

生していた 57,69。近年、哺乳類における HPAIV 感染例の発生国や動物種が増加している。 

哺乳類における H5N1 感染事例の発生国は、2003 年から 2019 年までの 17 年間では

10 ヵ国に留まっていたが、2020 年から 2023 年 10 月までの約 4 年間で 26 ヵ国（欧州

17 ヵ国、南米 5 ヵ国、北米 2 ヵ国、アジア 2 ヵ国）と急増した 57。さらに、2023 年 12 月に

は、南極地域においてもゾウアザラシの HPAIV 感染が確認されており、哺乳類における
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HPAIV 感染事例の発生地域は拡がっている 15,27。 

 H5N1 感染が確認された哺乳類の動物種は、2019 年以前は陸生動物、半水生動物が報

告されていたが、2020 年以降は水生動物（アザラシ、アシカ等）の感染も確認されるようにな

った 57。2020 年から 2023 年 10 月までに 48 種以上と、多様な哺乳類における感染が確

認されるようになった。感染事例の多くは、単数もしくは少数個体の事例であるが、

2022/2023 シーズンには、アザラシ、アシカ等で数十頭から数百頭規模の大規模感染事例

が報告され、哺乳類間での伝播が起きている可能性が示唆された 15,60。また、南米のペルー、

チリでは感染したアシカやゾウアザラシの大量死が報告されており、一部の地域でその致命率

の高さも懸念されている 27。 

  

哺乳類における H5N1 感染事例は、野生動物に限らず飼育動物でも発生している。2022

年にはスペインの大規模農場におけるミンクの感染事例が報告された 16。また、2023 年には

フィンランドの複数の毛皮農場（ミンク、キツネ、タヌキ）における大規模感染が報告された。飼

い猫（ポーランド、韓国、米国）、飼い犬（イタリア）における感染事例も報告されている 68。中に

は、エサとして与えられていた鶏肉(Domańska-Blicharz K. et al.. 2023）や、市販のペ

ットフード 54,58,32 が感染源と考えられる事例も含まれる。 

米国のミネソタ州において、2024 年 3 月 20 日、哺乳類の家畜では初となる、

Clade2.3.4.4b の HPAIV(H5N1)のヤギでの感染事例が報告された 67。3 月 25 日には

カンザス州とテキサス州における乳牛の感染事例および未殺菌乳（生乳）からの同 Clade に

属する HPAIV(H5N1)検出が報告された 37,6。その後も、米国内の複数州から乳牛の感染事

例の報告が相次ぎ、テキサス州の事例では農場の調査中に農場内で死亡したネコや野鳥から

も HPAIV が確認された 76,28。2026 年 2 月 9 日時点で、19 州において乳牛からの

HPAIV(H5N1)検出が報告された 48。 

2024 年 3 月以降に乳牛から検出された Clade 2.3.4.4b の HPAIV(H5N1)は、遺伝

子型※2B3.13 であり、野鳥から乳牛へ HPAIV のスピルオーバーが生じていたと考えられて

いる 72( ※2 遺伝子型: 同一 Clade の HPAIV(H5N1)であっても、HA 遺伝子以外のウイル

ス遺伝子の由来が異なる場合は、細分類された遺伝子型により区別する)。2025 年 1 月にネ

バダ州の酪農場の乳牛（検体の詳細不明）からは、Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）、遺

伝子型 D1.1 が検出された 72,10。また、2025 年 2 月にも、アリゾナ州の乳牛（検体の詳細不

明）から Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）、遺伝子型 D1.1 が検出された 11。遺伝子型

D1.1 は 2024/2025 シーズン冬季の北米の野鳥において優勢であり、野鳥から乳牛への

HPAIV（H5N1）のスピルオーバーとして 2-3 例目の事例であると考えられている 72,11。ま

た、2025 年 12 月にウィスコンシン州の乳牛から検出された Clade 2.3.4.4b の HPAIV

（H5N1）（遺伝子型 D1.1）は、遺伝学的な解析から、新たなスピルオーバーの事例であると報

告された 48。米国の乳牛における地域的な感染伝播の継続については、家畜の移動に加え、人、
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車両、その他の農機具の農場間での移動が要因と指摘されている 77。  

また、2026 年 1 月、オランダフリースラント州の農場の乳牛の乳から、HPAI 抗体が検出

された 9,30。 

米国のオレゴン州では、2024 年 10 月 30 日、家きんで HPAIV(H5N1)が検出されてい

た非営利農場において、豚からHPAIV(H5N1)の検出が報告された 36。これは米国で初めて

の豚の HPAIV(H5N1)感染事例である。豚および同農場の家きんから検出された Clade 

2.3.4.4b の HPAIV(H5N1)の遺伝子型はともに D1.2 であり、この地域の渡り鳥のサンプ

ルのゲノム配列と非常に類似した配列を示していた。このことから、この農場の豚や家きんは、

乳牛や他の家畜ではなく、感染した渡り鳥との接触により感染した可能性が高いと考えられて

いる 75。 

  

世界的な哺乳類における感染拡大の背景には、H5N1 ウイルスの遺伝的変異が関与してい

る可能性が示唆されているが、現時点で、ヒトへの感染力が強まったとする報告はない 69。 

  

国外のヒトにおける発生状況 

HPAIV(H5N1)はヒト症例が報告されている鳥インフルエンザの中でも報告された症例数

が多く、また致命率が高いウイルスである 61。 

WHO に報告されたヒトにおける HPAIV（H5N1）感染事例は、2003 年から 2026 年 1

月 22 日時点で合計 993 例あり、477 例（4８%）が死亡している(表 1 WHO29)。このう

ち、2017 年までの報告が 860 例（うち死亡 454 例（53%））と多くを占め、2018 年以降

の報告数は大きく減少していたが、2024 年に増加し、2025 年はやや減少して 30 例(うち

死亡 12 例(40%))となった。 

ヒト感染例は、2020 年 1 月から 2026 年 1 月 22 日までに 14 ヵ国から１32 例が報告

された（表 2）。このうち、カンボジア、ベトナム、オーストラリア、バングラデシュ、インド以外の

9ヵ国（ラオス、英国、中国、エクアドル、スペイン、米国、チリ、カナダ、メキシコ）から報告された

HPAIV（H5N1）症例のうち、Clade が確認できた症例は主に、2.3.4.4b であった。 

鳥類および哺乳類における HPAIV（H5N1）感染事例の報告数が増加した 2021/2022

および 2022/2023 シーズンにも、ヒト感染例の著明な増加は確認されなかった。2024 年

におけるヒト感染例は、米国からの報告が、2025 年はカンボジアからの報告が最多であった

（表 2）。また、国外で報告されたヒト感染例の多くは感染した家きんや野鳥との接触歴があり、

ヒト－ヒト感染を示唆する情報は確認されていない 40,50。 

  

2025 年以降に HPAIV（H5N1）のヒト感染例が報告された国のうち、カンボジア、米国、

メキシコでの発生状況や事例の詳細について以下に示す。 

  

カンボジアでは、長年、鳥類からの Clade 2.3.2.1c の検出が続いている 43 が、2015 年
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から 2022 年まではヒト感染例は確認されていなかった。しかし、2023 年以降、34 例（うち

死亡 19 例（56%））のヒト感染例が報告されており 29、クレード情報のない症例を除き、検出

された HPAIV（H5N1）の Clade は主に Clade 2.3.2.1c や Clade 2.3.2.1c より派生

した、Clade 2.3.2.1e であった(表 2)。  

米国においては、2024年４月に乳牛に関連した症例が報告されて以降、2026年1月22

日までに１4 州 71 例（うち死亡 2 例（3%））の HPAIV(H5)に感染したヒト症例が報告され

ている。年別では、2024 年に 67 例報告があったが、2025 年には 4 例と減少した。曝露源

としては、４1 例は感染乳牛との接触、２4 例は養鶏場または殺処分での鶏との接触、3 例はそ

の他動物（裏庭の家きん群、野鳥、その他の哺乳類等）との接触、３例は不明であった。多くの

症例は軽症で、結膜炎や軽度な上気道症状を呈していた 4,3,2。 

メキシコにおいては、2025 年 4 月 8 日に、国内で初めての H5N1 ヒト感染例が報告され

た。これは、H5 ウイルスのヒト感染例としては 2 例目となる。症例は 3 歳児で、基礎疾患はな

く、その後死亡した。Clade は、2.3.4.4b であった。2022 年 1 月から 2024 年 8 月の間

に、メキシコ全土の 15 地域の家きんで 75 件の H5N1 の発生が報告されている 17。 

 

  

表 1. 鳥インフルエンザウイルス(H5N1)のヒト感染事例(2026 年 1 月 22 日時点)  

     H5N1 

報告年 
報告数 死亡数 

-2009 468 282 

2010-2014 233 125 

2015 145 42 

2016 10 3 

2017 4 2 

2018 0 0 

2019 1 1 

2020 1 0 

2021 2 1 

2022 6 1 

2023 12 4 

2024 81 4 

２０２５ 30 12 

2026 0 0 

合計 ９93 477 

H5N1：WHO29 
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表 2． 2020 年以降に報告された HPAIV（H5N1）ヒト感染事例（2026 年 1 月 22 日時

点）  

報告年 報告国 報告数 死亡例数 主な Clade 

2020 ラオス 1 0 2.3.4.4b 

2021 インド 1 1 2.3.4.4b 

英国 1 0 2.3.4.4b 

2022 中国 1 1 2.3.4.4b 

エクアドル 1 0 2.3.4.4b 

スペイン 2 0 2.3.4.4b 

米国 1 0 2.3.4.4b 

ベトナム 1 0 情報なし 

2023 カンボジア 6 4 2.3.2.1c 

中国 1 情報なし 2.3.4.4b 

チリ 1 0 2.3.4.4b 

英国 4 0 2.3.4.4b 

2024 カンボジア 10 2 2.3.2.1c 

ベトナム 1 1 2.3.2.1c 

米国 ６７ 1 2.3.4.4b 

オーストラリア 1 0 2.3.2.1a 

中国 １ ０ - 

カナダ １ ０ 2.3.4.4b 

２０２５ 

  

バングラデシュ 3 0 2.3.2.1a 

カンボジア 18 9 2.3.2.1e* 

2.3.2.1c 

中国 1 0 - 

インド 2 2 2.3.2.1a 

メキシコ 1 1 2.3.4.4b 

英国 1 0 2.3.4.4b 

米国 3 0 2.3.4.4b 

ベトナム 1 0 2.3.2.1e* 

 ＊ 2.3.2.1e は、Clade 2.3.2.1c より派生し、細分類された WHO51 

WHO29 

Clade： ECDC 14,16,17,18,19,26 

UK clade： ECDC26 

USA clade：CDC4,5  
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■国内の状況 

国内の鳥類における発生状況 

２０2４/２０2５シーズンに国内で得られた全５１例の HPAIV の HA 遺伝子は、Clade 

2.3.4.4b に属 しており、２０17/２０18、20２０/２０21、２０21/２０22、２０22/２０23 お

よび２０２３/２０２４シーズンと同じ系統であった 80。 

202５/202６シーズンは、野鳥、家きん、それぞれ、2025 年 10 月 17 日と 10 月 22 日

に国内 1 事例目が確認され、2024/2025 シーズンと比較すると 1 事例目が確認された時

期は遅かった 87。 

202５/2026 シーズンの国内の鳥における HPAIV 感染事例について、2026 年３月２６

日時点で、家きんの発生数は 1５道府県２３事例（全例Ｈ５Ｎ１）であり、約５５２万羽が殺処分対

象となり、前年の２０２４/２０２５シーズン同日時点と比較し減少した（202４/202５シーズン

同日時点で 14 道県 51 事例発生）86,87,88。 

野鳥では 1６道県から１２９事例（うち、H5N1 は 1５道県１１３事例）が報告され（202４

/202５シーズン同日時点で２０道県 1４４事例発生）、飼養鳥においては、202６年３月２６日

時点での報告はない 87.90。 

 

 

国内の哺乳類における発生状況 

 2022年4月に北海道札幌市において、キタキツネ（アカギツネ）およびタヌキでのHPAIV

（H5N1）感染事例が国内で初めて確認された 81。2023 年 4 月と 6 月には同市において 2

例のキツネでの H5N1 感染（死亡個体からの検出、6 月探知例の検体採取月は同年 2 月）が

探知された。周辺地域ではハシブトカラスの HPAIV（H5N1）感染事例が続発しており、キタ

キツネおよびタヌキに感染していた HPAIV（H5N1）は、ハシブトガラスから検出されたウイル

スと遺伝的に類似していた 47。キタキツネについては、HPAIV（H5N1）に感染した野鳥を捕

食して HPAIV（H5N1）に感染した事が死因と考えられた。タヌキについては、他の病原体に

よる感染も認められ、HPAIV（H5N1）感染が直接の死因か不明であった 81。また、

2023/2024 シーズンにおける HPAI の発生に係る疫学調査では、11 事例中 4 事例で家

きん舎内の環境材料を用いた検査において検体から HPAIV が検出されている。このうち、広

島県の発生事例では、発生鶏舎の隣の鶏舎で死亡していたクマネズミから HPAIV が検出さ

れており、これは対応する発生農場の家きん由来 HPAIV（H5N1）と同一遺伝子型で、対応す

る農場由来ウイルスとの間で 99 パーセントを超える極めて高い一致率を示した 86 

2025 年 4 月〜5 月に、北海道根室地域においてゼニガタアザラシ１例とラッコ４例の

HPAIV（H5N1）感染が確認され、札幌市のカラス類や北海道根室地域周辺の海鳥類から分

離されたウイルスと遺伝的に類似していた 53。また、2025/2026 シーズンについては

2026 年 2 月 10 日現在、北海道胆振地域及び石狩地域から H5 亜型のタヌキ１例、テン 1

例及びアライグマ 1 例が確認されている 90。 
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国内のヒトにおける発生状況 

 国内ではこれまでに HPAIV（H5N1）を含め、鳥インフルエンザウイルスに感染して発症した

ヒト感染事例は確認されていない。 

 

2. 治療薬、ワクチン、検査について 

抗インフルエンザ薬、特にノイラミニダーゼ(NA)阻害薬やポリメラーゼ阻害薬に対する耐

性を獲得しているHPAIV（H5N1）の流行は認められていないため、これらの薬剤による治療

効果は期待できる。 

2021 年以降ヒトおよび哺乳動物で感染が確認されている Clade 2.3.4.4b の HPAIV

（H5）ウイルスについては、WHO より以下が使用可能なワクチン候補株として収載されてい

る。A/Astrakhan/3212/2020(IDCDC-RG71A および CBER-RG8A, H5N8)、 

A/American wigeon/South Carolina/22-000345 -001/2021(IDCDC-

RG78, H5N1)、A/Ezo red fox/Hokkaido/1/2022 (NIID-002, H5N1)、

A/Jiangsu/NJ210/2023(CNIC-JSNJ210, H5N1)38。また近年、ヒト感染が確認され

た Clade 2.3.2.1e の H5 ウイルスについては、A/Cambodia/SVH240441/2024 

(IDCDC-RG88,H5N1）が使用可能なワクチン候補株として上記リストに掲載されている。 

国内のパンデミック対策としてプレパンデミックワクチンの備蓄を行っているが、備蓄する

株の選定は国内外における動物およびヒトでの発生状況や病原性、さらにはワクチン株の入

手状況などが考慮されている。2023 年度は当時、Clade 2.3.4.4b で製造に用いること

が可能であった株が A/Astrakhan/3212/2020(IDCDC-RG71A, H5N8)のみであっ

たため、本株が備蓄株として選定された。2024 年度には同 Clade で他に使用可能な株が

増えたため、その中から多くの野生株との反応性が良好で、かつ多くの野生株は H5N1 亜型

であったことから、同一亜型の A/Ezo red fox/Hokkaido/1/2022 (NIID-002, 

H5N1)が備蓄ワクチンに選定された。なお 2025 年度も同シーズンに分離された同株の野

生株に対する反応性は良好であったため、引き続き A/Ezo red fox/Hokkaido/1/2022 

(NIID-002, H5N1)が備蓄ワクチンに選定された。 

HPAIV（H5N1）を含む A 型インフルエンザウイルスの検出に関しては、呼吸器検体を用い

たコンベンショナル RT-PCR もしくはリアルタイム RT-PCR 法によるウイルス遺伝子検出検

査の実施が推奨されている。検査に使用する検体は鼻腔スワブ（鼻の奥）、口腔咽頭スワブ

（喉）、鼻咽頭スワブ（鼻咽頭）に加え、鼻咽頭吸引液や気管支吸引液などが有用とされている

79。 

 

 

ウイルス学的所見 

 Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）は、2020 年後半に欧州北部で同定された後、渡り
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鳥により世界各地へと運ばれ、様々な国・地域で遺伝子再集合（他の A 型インフルエンザウイル

スとの遺伝子分節の交換）した多様な遺伝子型の HPAIV(H5N1)が分離されている 8,73,78。

ただし、遺伝子型の違いによるウイルス性状の違いはよく分かっていない。 

 鳥類から分離された Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）からは、哺乳類での病原性や増

殖能力の獲得に寄与する PB2 タンパク質の E627K 変異を持つウイルスや、HA タンパク質

の受容体結合部位にヒト型受容体（α2,6 結合したシアル酸）への結合能力の増強の可能性が

示唆されるアミノ酸変異を持つウイルス（例えば、S137A, T160A など）等がまれに報告され

ている 17。 

 2022 年以降、欧米を中心に野生哺乳類における Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）

感染事例が多数報告されている。オランダで 2021/2022 シーズンに確認された野生アカギ

ツネ由来株では、脳組織から分離されたウイルスに神経指向性が認められ、分子解析の結果、

一部株において哺乳類適応に関連するとされる PB2 タンパク質の E627K 変異が検出され

た 21。また、2022 年 4 月から 7 月にかけてカナダの野生のアカギツネ、スカンク、ミンクか

ら分離された Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）の 40 株全てのウイルスの HA タンパク

質に S137A および T160A 変異が認められ、そのうちの 17％は、哺乳類への適応に関与す

る PB2 の E627K、E627V、D701N のいずれかのアミノ酸変異が認められた 8。 

 2024 年 3 月、米国テキサス州において乳牛での HPAIV（H5N1）感染が確認され、感染

牛の口腔咽頭ぬぐい液および生乳から Clade 2.3.4.4b（当初は遺伝子型 B3.13）のウイル

スが検出された 22,23。同一農場内で死亡したネコや野鳥からも乳牛由来株と近縁なウイルス

が検出され、病牛の初乳または生乳の給与を介したネコへの感染が示唆された 22。その後の

ゲノム疫学解析では、少なくとも乳牛における感染拡大の初期段階では野鳥由来ウイルスが一

度持ち込まれた後、無症候または前駆期の牛の移動等を介して州間に拡大した可能性が示さ

れている 55。 

さらに、乳牛での感染拡大に伴い、乳および乳製品を介した哺乳類への曝露に関する知見

も蓄積されている。農場外においても、市販の生乳を摂取した室内飼育ネコが発症し、回復個

体の尿からウイルスが分離された事例が報告されており、生乳が哺乳類への曝露源となり得

ることが示唆されている 22。また、乳牛では呼吸器症状が顕著でない一方、乳腺組織および乳

中で高ウイルス量が検出されることが報告されており、口腔内で複製したウイルスが吸乳行動

等を介して乳頭から乳腺へ侵入し得る「mouth-to-teat」経路が牛群内維持機序の一つとし

て示唆されている 64。 

  

生乳およびネコから検出された clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）（genotype 

B3.13）については、HA タンパク質の受容体結合特性が評価されている 33.。近年の機能解

析（glycan microarray 等）では、乳牛由来株を含む最近の 2.3.4.4b ウイルスは主として

鳥型受容体（α2,3 結合シアル酸）への結合を示し、現時点でヒト型受容体（α2,6 結合シアル

酸）への明確な適応を示す所見は限定的であることが報告されている 35,41。従来、ヒト型受容
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体親和性に関与すると報告されている HA の特定アミノ酸残基変異（例：S137A、T160A 等）

は乳牛由来株にも認められるが、受容体特異性の大きな転換を示す機能的証拠は得られてい

ない。 

また、乳牛由来ウイルスの全ゲノム解析では、哺乳類細胞における複製効率に関与し得る

PB2-M631L などの変異が報告されている 56。一方、テキサス州の乳牛との接触歴がある最

初のヒト症例から分離された HPAIV（H5N1）では PB2-E627K 変異が確認されたが、同

変異は散発的な哺乳類感染例で認められることがあり、当該事例において持続的なヒト―ヒト

感染は確認されていない 70。さらに、生乳由来株、ネコ由来株およびヒト症例由来株の遺伝子

配列解析では、現在米国食品医薬品局（FDA）が承認している抗インフルエンザ薬に対する感

受性を低下させる既知のアミノ酸変異は認められておらず、乳牛由来 HPAIV（H5N1）(遺伝

子型 B3.13) については FDA 承認の抗インフルエンザ薬に対して感受性を保持することが

実験的にも示されている 70。 

 

哺乳類で分離されたウイルスのゲノム配列の定期的なモニタリングとスクリーニングでは、

Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）に哺乳類適応のアミノ酸変異は散発的に認められるも

のの、広範な適応変異は確認されていない。一方、米国の乳牛でウイルスの循環が続いている

ウイルスの HA については、主要なヒト型受容体結合変異は認められていないが、機能的評価

においてわずかなヒト型受容体結合傾向が検出されているとの報告がある 41。 

米国におけるヒト症例から検出されたウイルスはいずれも Clade 2.3.4.4b に属し、家き

んまたは乳牛由来ウイルスと遺伝的に近縁であった。コロラド州およびミシガン州のヒト症例

から検出されたウイルスは、主として鳥型受容体に結合する遺伝的特徴を維持しており、ヒト

―ヒト感染の拡大に関連する明確な適応変異は認められていない 24,71。これらのウイルスでは、

乳牛由来の大多数の HPAIV に認められる PB2-M631L 変異が確認されたが、この配列に

はテキサス州の最初のヒト症例で検出されたウイルスにみられた PB2-E627K 変異は確認

されなかった 7。また、2024 年末に報告されたルイジアナ州のヒト症例（genotype D1.1）

では、HA にヒト型受容体結合に関連し得る変異（A134V、N182K、E186D）が低頻度で検

出されたが、このうち E186D は患者体内で複製される過程で出現したことが示唆されてお

り、カナダのブリティッシュコロンビア州で重症のヒト症例から採取された検体中のウイルスで

も確認されており、持続的なヒト―ヒト感染を示す証拠はない 39,66。いずれの症例においても、

NA、PA、M 遺伝子に、主要な抗インフルエンザ薬への感受性低下に関連する既知の変異は確

認されていない。 

 

実験的評価として、乳牛関連ウイルス（genotype B3.13）を含む Clade 2.3.4.4b ウイ

ルスを用いたフェレット感染モデルでは、直接接触による伝播は限定的に認められるものの、

呼吸器飛沫を介した伝播は非効率的であることが報告されている 34,59,62。 

 上述した鳥類や哺乳類から分離された Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）に認められる、
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哺乳類適応やヒト型受容体への結合能に関与する可能性のあるアミノ酸変異によるヒト感染

への直接的な影響についてはよく分かっていない。現在までのところ、Clade 2.3.4.4b の

HPAIV（H5N1）の効率的なヒトーヒト感染は報告されておらず、ウイルス学的および疫学情

報からは、これらのウイルスが哺乳類宿主への適応を確立しておらず、現時点ではヒト-ヒト持

続伝播に結びつくような大規模な受容体特異性の転換は確認されていない 74。 

 カンボジアでは、2024 年に 10 例、2025 年に 18 例（うち死亡 9 例）の HPAIV（H5N1）

のヒト感染が報告された。遺伝子解析結果が得られている症例のウイルスの HA 遺伝子は、

WHO の最新分類では Clade 2.3.2.1c から派生し細分類された Clade 2.3.2.1e に属す

るとされている。これらのウイルスはカンボジアの家禽で循環しているウイルスに類似してお

り、また一部では他クレード由来セグメントを含む再集合体の可能性も指摘されている 65 査読前

報告を含む。現時点で、当該クレードに関して持続的なヒト―ヒト感染は報告されていない。 

 

 

 

日本国内の対応 

1. 国内における鳥インフルエンザウイルスのヒト感染事例の探知と対応について 

鳥インフルエンザ（H5N1）は、「感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法

律」（感染症法）で定める二類感染症の「特定鳥インフルエンザ」の一つとして政令で指定されて

おり、医師は鳥インフルエンザ（H5N1）の患者、無症状病原体保有者、疑似症患者を診断した

とき、また、感染症死亡者の死体、感染症死亡疑い者の死体を検案したときは、感染症法第12

条に基づき症例を届け出なければならない。都道府県知事等が感染症法第 15 条に基づき積

極的疫学調査を実施する場合については、特に重症の患者の見逃しを防ぐために「鳥インフル

エンザ（H5N1）に関する積極的疫学調査の実施等について（依頼）」（令和６年 12 月 12 日付

け感感発 1212 第１号厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課長通知）にお

いて、その目的、実施体制を含めた技術的助言がなされている。この中では、近年の鳥インフ

ルエンザ(H5N1)の発生状況に基づき、感染したヒト、鳥類に加え、哺乳類との接触がある場

合、排せつ物や未殺菌の肉、生乳等との接触がある場合についても要観察例として積極的疫

学調査の対象とすることを推奨している。 

動物への職業曝露等が避けられない場合には、国内各省庁、各機関からの注意喚起や対策

に従い、適切な対処を行う必要がある 82.84。 

 

2. 国内における鳥インフルエンザウイルスの動物感染事例の探知と対応について 

獣医師又は感染鳥類の所有者は、鳥インフルエンザ（H5N1）に感染している、若しくはその

疑いのある鳥類を認めた場合は、感染症法第 13 条に基づき届け出なければならない。届出を

受けた都道府県知事等は、感染症法第 15 条に基づく調査および法第 29 条に基づく措置等

を行う。この際の対応については「国内の鳥類における鳥インフルエンザ（H5N1）発生時の調
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査等について」（平成 18 年 12 月 27 日付け健感発第 1227003 号厚生労働省健康局結核

感染症課長通知（令和５年 11 月 10 日一部改正））に基づき実施する 83。 

 2025 年 10 月以降、国内複数地域での野鳥における感染事例の発生を受け、環境省では

レベル 3（国内複数個所や近隣諸国での発生時）の対応として、鳥類生息状況等調査による監

視強化、死亡野鳥等を対象にしたウイルス保有状況調査を強化している。 

  

202５/202６シーズンは、全国各地で環境中ウイルスが増加し、発生リスクが高まっている

ことから、2025 年 12 月 19 日の第 97 回家きん疾病小委員会において、基本的な飼養衛

生管理の徹底等を含む発生予防対策の徹底が重要であることなどについて、提言が行われた。

さらに同月 23 日には鳥インフルエンザ防疫対策緊急全国会議が開催され、今後の対策強化

の４つのポイント ①早期発見・早期通報、②飼養衛生管理の徹底、③野鳥対策、④過去に発生

のあった地域や家きん農場集中地域での対策の重要性が都道府県との間で共有された。

2026 年 1 月末までの家きんにおける発生件数は 2025 年 10 月 22 日の最初の発生以降

計２２件が確認されている。 

 また、米国の乳牛における HPAIV（H5N1）感染例が確認されたことをうけ、農林水産省は

2024 年 4 月 3 日に都道府県や畜産関係団体に対し、米国の事例の共有および国内飼養牛

において乳量の減少や食欲低下等がみられた際の対応、HPAI 等の野鳥からの感染防止を図

るための飼養衛生管理の徹底について、通知を発出した 85。 

 

 

 

各国・各機関におけるリスクアセスメント 

 2020 年以降の Clade 2.3.4.4b の HPAIV（H5N1）によるヒト感染事例と鳥類および

哺乳類の感染事例の報告が増加したことにより、 WHO、欧州疾病予防対策センター(ECDC)、 

CDC、英国健康管理庁(UKHSA)は、以下の通りリスクアセスメントを発出している(表 3)。

一方、Clade 2.3.2.1e （Clade 2.3.2.1c より派生したもの)の HPAIV(H5N1)は 2020

年以降についてはアジアで限局的に循環しており、世界的な感染拡大はみられていない。 

CDC は動物で循環している A 型インフルエンザについて、パンデミックを引き起こす可能

性をリスク評価し、パンデミックに備えるべきウイルスの優先順位を決定するために

Influenza Risk Assessment Tool (IRAT)を提唱している。本ツールには、ヒトーヒト感

染持続の可能性(emergence)とヒトーヒト感染が持続した際の公衆衛生へのインパクト

(public health impact)という 2 つの評価分野があり、それぞれについてリスク評価が行

われる 49。H5N1 ウイルスは主要な Clade、株ごとに評価されており、Clade 2.3.4.4b の

HPAIV(H5N1)は、中レベルのリスクに分類されている 70。 

 

また、FDA と米国農務局 (U.S. Department of Agriculture: USDA)は、2024 年
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の米国におけるヤギ、乳牛の HPAIV 感染例の発生および未殺菌乳（生乳）からの HPAIV 検

出を受けて、国内で流通している牛乳の安全性には影響がないとの声明を発表している 52 ほ

か、CDC も一般市民が HPAIV(H5N1)に感染するリスクは依然として低い、としている 

31,46,63。 

 

国立感染症研究所におけるリスクアセスメントと推奨 

【海外渡航者が感染するリスク】  

• 海外でのヒト感染例の多くは感染した家きん類等との接触による散発的な感染であり、

効率的なヒトーヒト感染を示唆する情報はないことから、鳥類への曝露機会がない海外渡

航者が感染する可能性は低い。 

• 海外渡航者は、家きん市場や生きた鳥類、鳥類や哺乳類の死骸に不用意に近づかないよ

うに注意すべきである。 

• 発生地域において鳥類との接触があり、渡航後に発熱を認めるなどの体調の変化があっ

た場合には、医療機関の受診時に渡航歴および鳥類との接触歴を伝えることの啓発が必

要である。 

 

【国内で鳥類、哺乳類への接触者が感染するリスク】 

• これまで国内で明らかなヒト感染例の報告はなく、ヒトへの感染性が高くなったという証

拠は無いことから、鳥類への曝露機会がない人々への感染リスクは低い。一方、国内でも

鳥類での HPAIV(H5N1)検出事例が継続して報告されていることから、生きた鳥類や鳥

類の死骸に不用意に近づかないように注意すべきである。 

• 同様に哺乳類からヒトが感染するリスクも低いものの、国外で哺乳類の感染例の報告が増

加していること、国内でも限定的ながら哺乳類での検出事例の報告があることから、哺乳

類の死骸にも不用意に近づかないように注意すべきである。 

 

【HPAIV(H5N1)がヒトへの感染性を獲得するリスク】 

• HPAIV(H5N1)について、哺乳類への適応やヒトへの感染性が高くなるウイルス学的性

質の獲得に関する証拠は限定的であり、疫学的にも効率的なヒトーヒト感染の証拠はない。

ただし、動物で感染が拡大する中でアミノ酸変異が蓄積して、ヒトへの感染性がより高くな

ったウイルスが今後出現する可能性は否定できないことから、引き続き動物での発生動向

を監視する必要がある。 

 

【HPAIV(H5N1)がヒトでパンデミックを引き起こすリスク】 

• HPAIV(H5N1)は効率的にヒトからヒトへ感染する能力を獲得しておらず、現時点では

ヒトでのパンデミックに至る可能性は低い。しかし、世界的に鳥類での感染拡大が認めら

れ、哺乳類の感染例も多数報告されていることから、HPAIV(H5N1)へのヒトの曝露機
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会が増加しており、今後も散発的なヒト感染例が報告される可能性は高い。 

• HPAIV(H5N1)に感染した鳥類や哺乳類とヒトとの接触頻度や感染リスク、そこからウ

イルスが効率的にヒトーヒト感染する能力を獲得するリスクを定量的に見積もるには十分

な知見がないが、今後も感染動物とヒトとの接触機会を極力避けつつ、継続して動物での

発生動向を監視し、適時にリスク評価を行う必要がある。 
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表 3. WHO、ECDC、CDC、UKHSA による HPAIV(H5N1)に関する状況のまとめとリス

クアセスメント 

 WHO ECDC CDC UKHSA  

状 況

の 

ま と

め 

・動物間での感

染は継続してお

り、これまでに報

告されているヒ

トへの感染例は

増加傾向にある

ものの、依然とし

て限定的であ

る。 

・哺乳類やヒトへ

の適応に関連す

るアミノ酸変異

の報告は限定的

である 

・2020 年以降の家

きんや野鳥、哺乳類

での HPAIV

（H5N1）感染事例の

発生の増加にも関わ

らず、EU 圏内で症

候性のヒト感染例の

報告はない 

・EU 圏内の哺乳類

から収集されたＨＰ

ＡＩＶでは、ヒトへの

適応に関連するアミ

ノ酸変異は同定され

ていない 

・EU 圏外では重篤

なヒト感染例の報告

があり、EU でも重

症例の発生は否定で

きない 

・持続的なヒトーヒト

感染は報告されてい

ない 

・全世界的に野鳥、

家きんでの

HPAIV(H5N1)

の蔓延の一方で、

ヒト感染例は少数

である 

・哺乳類から検出さ

れたウイルスで

PB2 の E627K

変異がしばしば報

告されるが、ヒトへ

の適応には関連し

ておらず、ヒトの上

気道に感染する能

力は持たない 

・英国における鳥

類での

HPAIV(H5N1)

感染事例は増加

しており、夏季に

感染が途絶える

今までの季節性

がなくなってきて

いる 

・PB2 の

E627K 変異は

確認されている

が、

HPAIV(H5N1)

の哺乳類へ広く

適応する能力の

獲得は示唆され

ていない 

・ヒト-ヒト感染の

証拠はない 

リスク 

ア セ

ス メ

ント 

・動物に曝露した

場合、感染が想

定されるが、ヒト

が感染する全体

的な感染リスク

は低い 

・持続的なヒト-

ヒト感染のリスク

は低い 

・発生地域から

の渡航者が渡航

先で診断される

可能性はある

が、その地域で

蔓延する可能性

は低い 

・一般市民の感染リ

スクは低い 

・HPAIV（H5N1）に

感染した鳥類や哺乳

類に職業的理由等で

曝露した人々で低～

中リスクであるが、

適切な防疫措置下で

は感染はまれ 

・HPAIV(H5N1)

の感染リスクは一

般市民では低い

が、仕事、娯楽に関

連して感染した鳥

類や哺乳類に接触

した人は感染リス

クがより高くなる  

・散発的なヒト症例

が持続する可能性

がある 

・持続的かつ／ま

たは複数種の哺

乳類のアウトブレ

イク 

・人獣共通感染症

患者数の増加、ま

たは人獣共通感

染症への曝露に

関連した限定的

な人から人への

伝播 

 

 

WHO50,74、ECDC３０、CDC42、UKHSA20 

関連項目 

ポーランド共和国および大韓民国におけるネコの高病原性鳥インフルエンザウイルス

A(H5N1)感染事例について 

https://id-info.jihs.go.jp/relevant-information/avian-influenza-a-h5n1/20230915/index.html
https://id-info.jihs.go.jp/relevant-information/avian-influenza-a-h5n1/20230915/index.html
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鳥インフルエンザ A(H7N9)ウイルスによる感染事例に関するリスクアセスメントと対応 
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